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1 はじめに
近年，無線デバイスの普及やコンピュータの小型化，

低コスト化が進んでいる．これらの技術，および周囲
の環境情報を取得するセンシング技術を利用したセン
サノードが開発されている．現在，センサノード間の
無線通信による広範囲なセンシングを実現するセンサ
ネットワークシステムに関する様々な研究が進められ
ている．
既存のセンサネットワークシステムにおいて，複数

のセンサネットワークを管理することは困難である．
すなわち，各センサネットワークの状態，機能，場所と
いった情報管理の問題から，複数のセンサネットワー
クの動的な構成変化に対応させることは困難である．
また，既存のセンサノードとセンサノード用OSには，
様々なものがあり世界中で研究，開発されている．し
たがって，センサネットワークも異なる種類のものが
多数あり，これらを一元管理することは困難である．
本稿では，このような問題を解決するために，Jiniを
用いたゲートウェイを提案する．
本研究は，センサネットワークに Jiniを用いたゲー

トウェイを提供することで，インターネットを経由し
外部から複数のセンサネットワークの情報を取得する
仕組みを実現することを目的としている．これにより
複数のセンサネットワークから構成される柔軟性の高
いシステムを構築することが可能になる．
以下，本稿では，2章で本研究によるゲートウェイ

サービスを利用したセンサネットワークの全体構成を
述べる．次に，3章でゲートウェイサービスの具体的
な実用例について述べ，4章で実装について，5章で
本稿のまとめと今後の展望について述べる．

2 Jiniによるゲートウェイサービス
2.1 ゲートウェイサービスの構想

Jini[1]とは，Sun Microsystems社によって，異な
る様々なサービスが互いに連携するという考えのもと
に提唱された規格である．Service provider，Client，
Lookup service により構成され，Lookup service が
Clientへ Service providerの proxyを提供することで，
Service providerと Clientの直接通信を可能とする．
本ゲートウェイを用いて構成されるセンサネット

ワークシステムの全体構想を図 1に示す．図 1におけ
る Lookup service, Service provider, Clientの主な働
きは以下の通りである．

• Lookup service
Service providerが提供するセンサネットワーク
の機能を管理し，Clientの要求に対して Service
providerへの proxyを提供する．
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図 1: Jiniによるゲートウェイを適用したセンサネッ
トワーク

• Service provider
Lookup serviceへ自身の機能をサービスとして登
録を行うことで，Clientにセンサネットワークの
機能を提供する．各センサノードへのクエリ送信
や，センサノードのリセットなどのベースステー
ションからの操作を行うことが可能である．

• Client
Lookup serviceへサービスの要求を行うことで，
複数のセンサネットワークを利用することが可能
となる．

2.2 センサデータ取得までのプロセスの流れ
複数のセンサネットワークの内，1つのセンサネッ

トワークに注目し，センサデータ取得までの各プロセ
スについて述べる．

1. Service provider となるセンサネットワークは，
Lookup serviceの検索を行う (Discovery)．

2. センサネットワークのセンサデータを取得する
サービスをLookup serviceに登録する (Join)．こ
の際に，サービスのオブジェクトと属性がLookup
serviceにコピーされる．

3. Clientは，Lookup serviceに要求を送り，登録さ
れたサービスの中からセンサネットワークの機
能を選択する (Lookup)．要求を受けた Lookup
serviceは，指定されたサービスのオブジェクト
を Clientに返す．

4. Client は，Lookup service に渡されたオブジェ
クトを基に，直接 Service providerであるセンサ
ネットワークと通信を行い，その機能を利用する
ことでセンサデータの取得を行う．
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3 ゲートウェイ適用による利点
3.1 ゲートウェイ利用状況の想定
　ゲートウェイサービスを適用することで，各セン

サネットワークがインターネットに接続されていれば，
遠く離れた場所からでもセンサデータを取得するこ
とが可能となる．また，センサノード用OSやセンサ
ノードの種類の異なるセンサネットワークの混在も可
能となる．さらに，Jiniによる Lookup Serviceを用
いるため，センサネットワークの動的な追加・削除が
可能であり，ユーザはセンサネットワークの状態を事
前に把握する必要がない．これらにより，複数のセン
サネットワークの管理が容易となる．また，あるセン
サネットワークが，他のセンサネットワークのセンサ
データを取得することで，他の環境変化に合わせて
センサネットワークの動作を変更する，といった複数
のセンサネットワーク同士の連携を取ることが容易と
なる．以下に，本ゲートウェイ適用による利点をまと
める．

• センサネットワークの動的な追加・削除

• 異種センサネットワークの混在

• ユーザの利便性の向上

3.2 ゲートウェイ適用によるシステムの具体例
現在，我々は，次世代型斜面防災システムのための

センサネットワークシステムの開発を進めている．こ
のシステムは，斜面に複数の種類のセンサを設置し，
斜面の状態をリアルタイムに観測し，事前に土砂崩れ
の危険性を察知しようとするものである．このシステ
ムに本ゲートウェイサービスを適用することにより，
以下のようなことが可能になる．

センサネットワークの動的な追加・削除 　
次世代型斜面防災システムにおいて，運用中に
検知を行いたい範囲の拡大や縮小が発生する可
能性があると考えられる．拡大の場合，Service
Provider である対象のセンサネットワークが，
Lookup Serviceへの Join(登録)を行うだけでよ
い．ユーザ側は，Lookup Serviceへ問い合わせ
を行うのみで，事前に対象センサネットワークの
存在を知る必要はない．また，縮小を行う場合
も，Lookup Serviceの登録情報を削除すればよ
い．ユーザからは，これらのサースの追加・削除
の情報を事前に把握する必要はない．

異種センサネットワークの混在 　
次世代型斜面防災システムにおけるセンサノード
では，圧力センサなどの複数のセンサを用いて地
面の動きを検知する．ここで新たな要素として，
湿度や降雨量などのセンサ機能を備えたセンサ
ネットワークを追加したいという要求が発生した
場合を考える．Jiniは，サービス単位で管理し，
提供を行うため，このような要求は新規センサへ
の問い合わせサービスの登録として実現すること
ができる．したがって，ユーザは，異種センサネッ
トワークの違いを意識することなくセンサネット
ワークの機能を利用することが可能となる．

ユーザの利便性の向上 　
センサネットワークからセンサデータの取得とい
う要求が発生した場合，ユーザは，事前にすべて
のセンサネットワークの状況を把握する必要はな
い．また，センサネットワークに対してのクエリ
のインタフェースなども，実行時に問い合わせる

ことが可能である．これまで述べてきたように，
ユーザは，複数のセンサネットワークを統一的に
操作・管理でき，各センサネットワークの個別状
況や仕様などを事前に知る必要はない．

4 ゲートウェイの実装
複数のセンサネットワークの動的な構成変化に対応

する際に，ユーザ側が利用時にどのようにしてセンサ
ネットワークの情報を取得するかが問題となる．した
がって，本ゲートウェイの実装において重要となるの
が，サービスの問い合わせ時に取得するセンサネット
ワークの情報である．各センサネットワークは，サー
ビスとして Lookup serviceへ登録を行う際に，表 1の
情報をサービス属性として登録を行う．

Clientは，Lookup serviceへ問い合わせを行うと，
これらの情報を取得し，使用可能なセンサネットワー
ク情報をリストで得る．ユーザは，リストの中から使
用したいセンサネットワークを選択し，必要項目を入
力することで，クエリを送信する．

表 1: Service providerのメタデータ

センサ情報

センサの種類 センサの OS センサの規模（数） センサの位置

　

サービス情報

サービスの種類 取得データの種類 クエリ送信方式

5 おわりに
本稿では，センサネットワークにおける Jiniによる

柔軟なゲートウェイサービスの構想について述べ，そ
の構築方法について述べた．また，本ゲートウェイを
適用することで可能となる具体例を挙げ，ゲートウェ
イ適用における利点について述べた．
今後の課題として，各センサネットワークが提供す

るサービスとクライアントアプリケーションとのイン
タフェース部分の効果的な実装について，検討する予
定である．
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